
令和４年度高松市子どもを中心にした地域交流事業アンケート結果 

 

令和４年度に地域交流事業を実施した全ての団体にお伺いします。 

 回答団体数７ 

 （内訳：令和４年度新規団体２、令和３年度継続団体１、令和２年度継続団体４） 

 

Ｑ１ 今回、高松市子どもを中心にした地域交流事業を実施した感想は、いかがだったでしょうか。次

の中から選択して番号を〇で囲んでください。 

  １ 大変よかった  ２ よかった  ３ ふつう  ４ 大変だった 

 

選択肢  １  ２  ３  ４  

回答団体数  ６団体  １団体  ０団体  ０団体  

 

Ｑ２ Ｑ１で「大変よかった」又は「よかった」と回答した団体にお尋ねします。その理由は何でしょ

うか。次の中から選択して番号を〇で囲んでください。（○は複数可）  

  １ 子どもと地域の大人の交流が増えた 

  ２ 子どもと地域の大人がお互いに顔を覚えるようになった 

  ３ 保護者と地域の大人の交流があった 

  ４ 地域活動に参加する子どもが増えた 

  ５ その他（                                 ） 

 

選択肢  １  ２  ３  ４  ５  

回答団体数  ７団体  ２団体  １団体  ２団体  １団体  

《その他の内容》  

     ・目標設定「祭りで和楽器を演奏する」を明確にすることが絆を深めた。  

 

Ｑ３ Ｑ１で「大変だった」と回答した団体にお尋ねします。その理由は何でしょうか。次の中から選

択して番号を〇で囲んでください。（○は複数可） 

  １ 地域の大人の参加者が不足し、子どもたちへの目配りが行き届かなかった 

  ２ 子どもや保護者の参加人数が予定より少なかった 

  ３ 天候の影響などにより、事業が予定通りに進まなかった 

  ４ 事業内容に子どもたちの意見が反映できなかった 

  ５ その他（                                 ） 

 

選択肢  １  ２  ３  ４  ５  

回答団体数  ０団体  ０団体  ０団体  ０団体  ０団体  

 



Ｑ４ 事業内容をより良いものとするために必要なことは何だと思われますか。次の中から選択して番

号を〇で囲んでください。（○は複数可） 

  １ 実行委員会を構成する各種団体を増やし、事業内容をひろげる 

  ２ 地域の大人が子どもたちへの声掛けを積極的に行う 

  ３ 子ども会の加入率向上 

  ４ その他（                                    ） 

 

選択肢  １  ２  ３  ４  

回答団体数  １団体  ２団体  ３団体  ２団体  

    《その他の内容》  

     ・ボランティアを積極的に行ってくれる人を増やす  

     ・実行委員会と学校との連携  

 

Ｑ５ 事業内容をより良いものとするため、市に対してどのようなことを期待しますか。次の中から選 

択して番号を〇で囲んでください。（○は複数可） 

  １ 事業計画の作成などについてのアドバイス 

  ２ 補助金交付期間の継続 

  ３ 他の地域が実施した事業内容の情報提供 

  ４ その他（                                     ） 

 

選択肢  １  ２  ３  ４  

回答団体数  １団体  ７団体  ２団体  ０団体  

 

Ｑ６ 今後も、この事業を継続したいですか。次の中から選択して番号を〇で囲んでください。 

  １ ぜひ続けたい  ２ できれば継続したい  ３ やめたい  ４ わからない 

 

選択肢  １  ２  ３  ４  

回答団体数  ２団体  ５団体  ０団体  ０団体  

 

Ｑ７ 事業全体を通して、苦心したことや感想・要望、未実施の地域へのメッセージ等がありましたら、

御自由に記入してください。 

 

  ○農業体験は中心となる人の存在が不可欠であり、その人物の有無で事業の継続が左右

される。  

  ○子どもも大人も積極的に参加できてよかった。年間 7 回が少し多い。5 回くらいとし

てほしい。  

  ○講師の方や、ボランティア団体の都合もあり、活動日を平日にしたため、保護者の参

加が期待できなかった。地域の方と子どもの交流は少し増えたが、大人(保護者)はま

だまだ時間がかかりそう。  

  ○ボランティアを行ってくれる人の確保が大変。教育という分野を核にしているため、



専門的な技術を持っている方が地域にあまりいなかった。しかし、子どもを対象とし

ているため、大人もやりがい感をもって意欲的に取り組むことができた。事業に参加

している子どもたちが故郷を思い、今後地域の核となって活動する大人になればと思

っている。  

  ○これから未来に残すべき日本伝統文化を子ども達に伝えそして残していくためには、

地域交流事業が大変効果的に役立てられると考えている。  

 

 令和４年度で補助期間（３年間）が終了した団体にお伺いします。 

  回答団体数４ 

  （内訳：令和２年度継続団体４） 

 

※現在、コロナウイルス感染症拡大防止のため行事等の実施が困難な場合もありますが、平常時に戻っ

たときを想定してお答えください。 

 

Ｑ８ 補助期間（３年間）が終了しましたが、今後も、前年度と同様な事業を行っていきたいですか。 

  １ 同じ規模で、同様の回数の行事を行っていきたい。 

  ２ 同じ規模で、行事の回数を減らして行っていきたい。 

  ３ 規模や内容を縮小して、同様の回数の行事を行っていきたい。 

  ４ 規模や内容を縮小して、行事の回数も減らして行っていきたい。 

  ５ 行事を実施していく予定はない。 

  ６ その他（                                     ） 

 

選択肢  １  ２  ３  ４  ５  ６  

回答団体数  １団体  ０団体  ０団体  ２団体  １団体  ０団体  

 

Ｑ９ （Ｑ８で“５”を選んだ団体へ）行事を実施していく予定がない理由は何でしょうか。次の中か

ら選択して番号を〇で囲んでください。（○は複数可） 

  １ 資金不足 

  ２ 人材不足 

  ３ その他（                                     ） 

 

選択肢  １  ２  ３  

回答団体数  １団体  １団体  ０団体  

 


